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　　　　若い力を　のばしましょう
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七
、八
月
は
全
国
各
地
で
、
祭
り
、
納

涼
祭
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
と
子
供
達
の

夏
休
み
を
偉
観
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
猛
暑
、
お
元
気

で
す
か
。
町
内
の
行
事
を
二
つ
記
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
一
つ
は
祇
園
祭
礼
で
す
。
昨

年
当
番
町
で
し
た
が
東
日
本
大
震
災
に
依

り
中
止
と
な
り
今
年
参
加
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
桜
町
四
丁
目
の
町
内
巡
行
は
七

月
十
六
日
、
他
町
内
巡
行
三
日
間
、
実
行

委
員
長
を
中
心
に
町
内
の
理
事
、
新
桜

会
、
さ
く
ら
会
、
母
の
会
、
育
成
会
が
心

一
つ
に
し
て
準
備
を
し
、さ
あ
出
発
で
す
。

七
月
二
十
日
は
子
供
達
が
登
校
の
為
大
人

だ
け
の
巡
行
、
二
十
一
日
二
十
二
日
は
子

供
た
ち
も
参
加
、
お
母
さ
ん
方
も
町
内
の

半
纏
を
着
て
子
供
達
を
見
守
り
な
が
ら
一

緒
に
山
車
の
綱
を
引
き
、
お
囃
子
や
団
体

の
方
々
の
お
力
を
借
り
山
車
の
巡
行
。
私

も
自
分
の
歳
を
忘
れ
大
き
な
掛
声
を
出
す

子
供
達
と
共
に
綱
を
引
く
幸
せ
を
感
じ
ま

し
た
。
最
後
の
日
の
競
演
に
は
子
供
た
ち

も
参
加
し
終
了
後
、
育
成
会
の
引
率
で
事

務
所
に
先
に
戻
り
用
意
さ
れ
た
お
土
産
を

も
ら
い
お
母
さ
ん
方
と
家
路
に
着
き
ま
し

た
。
も
う
一
つ
は
八
月
十
九
日
の
納
涼
祭

で
す
。
こ
れ
は
町
内
の
方
々
と
の
親
睦
会

で
す
が
、
祭
礼
の
慰
労
会
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
二
百
名
近
い
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。
町
内
に
は
多
彩
な
技
量
を
持
っ
た

方
が
居
り
、
テ
ン
ト
を
張
る
、
提
灯
を
下

げ
る
、
舞
台
を
作
る
、
買
い
物
に
走
る
等

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
黙
々
と
働
い
て
、

誰
一
人
と
し
て
文
句
を
言
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
。

般
若
寺
の
開
基
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と

文
化
財
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

平
安
時
代
の
中
期
に
領
地
の
問
題
か
ら

将
門
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
も
と
も
と
は
同

族
の
争
い
で
あ
っ
た
が
だ
ん
だ
ん
と
国
家

権
力
へ
の
反
撥
に
な
っ
て
来
た
の
で
朝
廷

は
こ
の
争
乱
を
鎮
め
る
た
め
、
下
野
国
安

蘇
郡
佐
野
壮
地
方
に
勢
力
を
も
つ
豪
族
・

藤
原
太
秀
郷
に
争
乱
鎮
撫
の
勅
許
を
下
し

た
。
天
慶
三
年
二
月
十
四
日
相
馬
小
次
郎

将
門
が
打
ち
首
に
な
っ
た
。
将
門
の
一
族

は
思
い
思
い
四
散
し
、
安
寿
姫
（
当
時

十
三
歳
将
門
の
次
女
）
は
乳
母
と
郎
党
を

共
に
し
筑
波
山
中
の
「
中
禅
寺
」
に
身
を

か
く
し
た
。
そ
の
後
将
門
の
旧
友
会
津
の

高
僧
・
徳
一
上
人
（
空
海
の
子
弟
）
の
も

と
に
逃
れ
た
。
安
寿
姫
は
、
上
人
の
徳
を

慕
っ
て
会
津
磐
梯
郷
の
「
恵
日
寺
」
で
剃

髪
仏
門
に
入
り
如
蔵
尼
と
改
め
修
業
に
励

ん
だ
。

徳
一
上
人
の
没
後
、
師
の
遺
言
に
よ
っ

そば団子作り

当
日
は
焼
き
そ
ば
と
焼
き
と
り
（
新
桜

会
）
か
き
氷
（
母
の
会
）
そ
ば
団
子
（
さ

く
ら
会
）
の
模
擬
店
、他
金
魚
す
く
い
、ビ

ン
ゴ
大
会
（
育
成
会
他
）
金
魚
す
く
い
に

は
子
供
た
ち
が
大
勢
い
集
り
、す
く
え
な

く
て
も
二
匹
は
頂
け
る
、う
れ
し
さ
一
杯

で
す
。
猛
暑
の
中
で
す
の
で
、か
き
氷
の

注
文
の
多
い
こ
と
、又
焼
き
そ
ば
、焼
鳥
の

係
は
汗
だ
く
だ
く
で
、生
ビ
ー
ル
の
お
つ

ま
み
に
結
構
で
し
た
。
そ
ば
団
子
づ
く
り

は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
育
成
会
、子
供
会
の

三
世
代
交
流
で
す
。
子
供
た
ち
も
高
齢
者

の
方
々
に
や
さ
し
く
教
え
て
頂
き
、楽
し

さ
一
杯
で
す
。
こ
こ
に
信
頼
関
係
が
生
ま

れ
ま
す
。ど
ん
な
行
事
で
も
そ
う
で
す
が
、

目
立
た
な
い
裏
方
さ
ん
、表
に
出
て
の
接

待
、ど
ち
ら
も
大
切
。
み
ん
な
笑
顔
で
、自

分
の
為
で
は
な
く
、誰
か
の
為
に
無
心
で

や
る
、そ
れ
が
地
域
づ
く
り
、仲
間
づ
く
り

の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
仲
間
づ
く
り
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婦
人
会
は
、
正
式
に
言
い
ま
す
と
、
土

浦
市
地
域
婦
人
（
女
性
）
団
体
連
絡
協
議

会
と
言
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
戦
前
、

国
防
婦
人
会
で
あ
っ
た
の
で
す
。
現
在
は

あ
ま
り
長
い
名
称
な
の
で
、
地
婦
連
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

婦
人
学
級
は
四
十
年
ほ
ど
前
に
、
教
育

委
員
会
の
御
指
導
に
よ
り
、
女
性
の
資
質

向
上
を
計
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
か
ら
の
希
望
が
少
な
か
っ
た
為

母
の
会
と
地
婦
連
（
婦
人
会
）
に
も
学
級

を
作
る
様
に
、
話
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
二
つ
の
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
会
の
行
事
に
特
徴
が
あ
り
、
普
通
の
学

級
と
異
な
る
為
、
地
婦
連
の
行
事
の
中
よ

り
、
婦
人
学
級
の
行
事
に
合
っ
た
も
の
を

選
び
報
告
し
て
い
ま
す
。
昨
年
三
月
十
一

日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。

土
浦
市
で
は
、
水
郷
体
育
館
を
開
放
し
て
、

福
島
県
の
第
一
原
発
の
す
ぐ
そ
ば
の
双
葉

町
、
い
わ
き
市
の
平
、
勿
来
か
ら
避
難
し

た
約
五
百
人
の
人
達
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

三
日
位
過
ぎ
た
頃
、
地
婦
連
箱
根
会
長

か
ら
桜
町
三
丁
目
の
会
員
が
、
湯
を
沸
か

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頼
ま
れ
行
っ
て
来
た

と
の
話
を
聞
き
、
私
共
に
も
出
来
る
事
を

応
援
し
よ
う
と
相
談
し
、
体
育
館
の
担
当

者
に
、
何
が
必
要
か
を
聞
き
、
す
ぐ
に

各
地
区
の
役
員
に
電
話
を
し
て
、
三
月

二
十
六
日
に
品
物
を
持
ち
寄
り
、
仕
分
け

し
た
物
を
、
大
振
り
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
四
個

に
詰
め
込
み
体
育
館
に
届
け
ま
し
た
。

其
の
後
、
県
の
地
女
連
で
も
慰
問
品
集

め
や
、
そ
の
他
の
応
援
を
度
々
行
い
、
私

共
も
精
一
杯
の
協
力
を
し
ま
し
た
。
現
在

も
進
行
中
で
す
。

又
土
浦
市
の
地
婦
連
は
、
赤
十
字
の
協

力
員
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字
の

研
修
を
し
た
り
、
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ

ン
の
際
に
は
、
毎
年
、
道
路
清
掃
・
豚
汁

サ
ー
ビ
ス
の
手
伝
い
を
行
っ
て
、
微
力
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。（
筆
者
は
現
在
一
中
地
区
婦
人
学
級

代
表
で
す
）

婦
人
会
婦
人
学
級
の
成
り
立
ち
と
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「
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
・
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
・
カ
ン
・

カ
ン
・
ド
ン
ド
ン　

ノ
ッ
テ
ケ
ノ
ッ
テ
ケ

ハ
ス
カ
ワ
ラ
ー
」
七
月
最
後
の
土
・
日
は

蓮
河
原
地
区
の
お
祭
り
で
す
。
主
催
す
る

の
は
、
町
内
有
志
で
結
成
し
て
い
る
「
霞

会
」
で
、
町
内
会
の
助
成
と
育
成
会
の
協

力
に
よ
り
毎
年
手
作
り
の
お
祭
り
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

祭
り
の
日
を
前
に
、
子
供
達
は
公
民
館

に
集
ま
り
お
囃
子
の
稽
古
を
始
め
ま
す
。

一
・
二
年
生
は
鐘
、
三
・
四
年
生
は
太
鼓
、

五
・
六
年
生
は
笛
を
習
う
の
で
す
。
指
導

す
る
の
は
霞
会
の
方
々
で
、
休
日
を
返
上

し
て
子
供
達
に
祭
り
の
伝
統
を
伝
え
て
お

て
京
都
に
行
き
、
関
白
藤
原
忠
平
に
仕
え

忠
平
の
推
挙
に
よ
っ
て
大
和
添
上
郡
の
般

若
寺
に
入
寺
、
修
業
し
て
立
派
な
尼
僧
と

な
っ
た
。

関
白
忠
平
の
計
ら
い
に
よ
り
、
か
つ
て

の
祖
父
良
将
の
領
地
、
常
陸
国
信
太
郎
小

堤
郷
（
現
在
の
土
浦
市
宍
塚
）
に
一
精
舎

（
道
場
）
を
建
て
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
た

の
で
都
を
離
れ
。
如
蔵
禅
尼
は
、
こ
の
地

に
来
り
父
将
門
三
十
三
回
忌
に
当
た
る
日

に
般
若
寺
と
し
て
開
基
し
た
。

開
基
し
た
当
時
は
尼
寺
と
し
て
現
在
の

土
浦
学
園
道
路
の
南
側
の
高
台
に
あ
り
、

そ
の
後
現
在
の
地
に
う
っ
た（
平
安
朝
期
）

最
も
栄
え
た
頃
に
は
、寺
領
四
十
六
町
歩
、

寺
屋
敷
九
町
歩
四
面
、
七
堂
伽
藍
が
立
ち

な
ら
び
、
五
重
塔
が
そ
び
え
る
大
変
立
派

な
豪
壮
な
寺
院
で
あ
っ
た
が
執
権
北
条
時

宗
時
代
に
一
時
衰
微
し
た
。
般
若
寺
は
数

回
に
わ
た
っ
て
大
災
禍
を
う
け
、
栄
枯
盛

衰
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
般
若
寺
に
残
っ
て
い
る
文
化
財
は

銅
鐘
（
国
重
文
建
治
元
年
銘
）
木
像
釈
迦

如
来
立
像
（
県
指
定
・
鎌
倉
時
代
）
石
像

五
輪
塔
（
県
指
定
・
鎌
倉
時
代
）
結
界
石

（
県
指
定
・
連
長
五
年
銘
）
阿
弥
陀
如
来

立
像
（
市
指
定
・
江
戸
中
期
）
毘
沙
門
天

立
像
（
市
指
定
・
室
町
時
代
）
釈
迦
如
来

脇
侍
普
賢
菩
薩
立
像
（
市
指
定
・
室
町
時

代
）釈
迦
如
来
脇
侍
文
殊
菩
薩（
市
指
定
・

室
町
時
代
）
な
ど
が
あ
る
。

般
若
寺
は
執
権
北
条
時
宗
が
し
ば
し
逗

留
し
た
と
の
伝
承
も
あ
り
、
格
式
の
高
い

寺
で
あ
る
。（
父
・
浜
之
助
資
料
に
よ
る
）

り
ま
す
。
毎
回
休
ま
ず
練
習
に
通
う
と
、

山
車
の
上
で
演
奏
で
き
る
と
あ
っ
て
、
子

供
達
も
熱
心
に
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
祭
り
当
日
。
育
成
会
の
お
母

さ
ん
達
は
、
大
き
な
釜
で
ご
飯
を
炊
き
、

シ
ャ
ケ
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
焼
い
た
り
、
お

に
ぎ
り
を
作
っ
た
り
、
大
忙
し
で
百
人
分

位
の
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

日
曜
日
の
お
楽
し
み
夕
食
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
で
す
。
毎
年
大
人
気
で
、
お
代
わ
り

を
す
る
子
供
達
の
笑
顔
に
暑
さ
も
疲
れ

も
、
ふ
き
と
ば
し
て
く
れ
る
魔
法
の
力
が

あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
仕
出
し
の
お
弁
当

を
用
意
す
る
所
も
あ
る
様
で
す
が
、
育
成

会
や
霞
会
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
子
供
達

に
多
く
の
経
験
や
思
い
出
を
残
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

美
味
し
い
食
事
も
終
え
、
あ
と
ひ
と
踏

ん
張
り
で
す
。
提
灯
に
燈
が
入
り
、
祭
り

も
佳
境
に
突
入
で
す
。
一
段
と
大
き
く
響

く
囃
子
に
つ
ら
れ
、
子
供
達
も
大
き
な
か

け
声
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、

蓮
河
原
地
区
な
ら
で
は
の
光
景
が
目
に
入

り
ま
す
。

ほ
ん
の
り
灯
る
山
車
が
、
暗
い
蓮
田
の

中
に
く
っ
き
り
と
浮
か
ん
で
、
ま
る
で
幻
想

の
世
界
に
連
れ
込
ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚
に

陥
る
位
、
美
し
い
光
景
な
の
で
す
。
子
供
達

の
奏
で
る
お
囃
子
は
、
霞
ヶ
浦
の
水み

な
も面
に
響

き
、
や
が
て
舵
を
大
き
く
取
る
と
、
綱
を

引
く
子
供
達
も
よ
り
い
っ
そ
う
力
が
入
り
、

そ
の
横
で
大
き
な
蓮
の
葉
や
可
愛
い
つ
ぼ

み
達
も
ゆ
ら
ゆ
ら
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
風

に
な
び
い
て
い
る
光
景
は
、
心
に
ジ
ー
ン
と
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私
た
ち
一
〇
六
名
の
青
少
年
相
談
員
は

土
浦
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
各
中
学
校
区
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
一
中
地
区
内
で
は
、

小
中
高
か
ら
の
各
一
名
の
先
生
方
と
市
民

で
あ
る
私
た
ち
の
合
計
十
三
名
が
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
一
中
地
区
内
の

環
境
整
備
や
学
校
近
辺
、
駅
前
の
見
回
り

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
初
め

て
市
民
委
員
会
へ
参
加
し
、
公
民
館
で
の

様
々
な
事
業
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
事
業
が
区
長
を
中
心
に
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
中
で
も

一
番
大
き
な
事
業
で
あ
る
公
民
館
ま
つ
り

の
委
員
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
特
に

区
長
を
は
じ
め
、多
く
の
方
の
支
え
が
あ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
は
芸
能
発
表
会
の
お
手
伝
い
を
致
し
ま

し
た
が
、
出
演
さ
れ
る
皆
様
の
熱
演
に
観

市
民
委
員
会
に
参
加
し
て

青
少
年
相
談
員

一
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
長

　
　
　
　

篠　
　

捷　
子

市
民
委
員
会

　
　

専
門
部
の
活
動

市
民
委
員
会

　
　

専
門
部
の
活
動

部
長　

古
徳　

洋
一

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
の
活
動

夏
空
の
下

く
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
祭
り
を
ず
っ
と
続

け
て
く
れ
て
い
る
霞
会
を
始
め
、
協
力
し

て
く
れ
る
町
内
会
、
育
成
会
の
有
志
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
を
致
し
ま
す
。

地
域
性
を
生
か
し
た
祭
り
の
光
景
は
、

子
供
達
が
大
き
く
な
っ
て
も
心
の
中
に
残

さ
れ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
い
つ

か
、
祭
り
を
支
え
る
立
場
の
人
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。（
筆
者
は
現
在
蓮
河
原
新
町
地
区
長
で
す
）

客
の
皆
様
も
大
き
な
声
援
を
送
り
、
会
場

は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
公

民
館
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
の
方
の
参
加

が
少
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
大
変
な

賑
わ
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
発
表
す
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
一
中
地
区
の

多
く
の
方
に
見
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

係
を
持
っ
て
い
る
と
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

を
見
ら
れ
な
い
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
す
。
特
に
若
い

力
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
民
委
員
会
の
運
営
は
区
長
の
皆
様
の

協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
更

に
、
各
地
域
か
ら
若
い
方
々
が
自
主
的
な

形
の
参
加
で
運
営
さ
れ
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
望
ま
れ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
方
に
こ
の
組
織
を
知
っ
て
頂
く
よ
う

な
広
報
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

一
中
地
区
の
中
心
と
し
て
の
公
民
館
か

ら
色
々
な
楽
し
い
行
事
を
皆
様
に
提
供
し

て
い
く
お
手
伝
い
が
で
き
、
多
く
の
方
と

の
新
し
い
出
会
い
と
楽
し
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
現
在
の
役
職

土
浦
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
会
長
）

今
年
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
多
く
の
人

ノルディックウォーキング

ヨット・カヌーグランドゴルフ

に
感
動
を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
プ
レ
イ
す
る
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
に
よ
っ
て
楽
し
め

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
は
従
来
の
事
業
に
加

え
て
実
際
に
地
域
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
種
目

に
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
あ
る

土
浦
ス
ポ
ー
ツ
健
康
倶
楽
部
で
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
教
室
に
体
験
的
に
参
加
す

る
と
い
う
方
法
で
連
携
し
た
の
で
す
。

種
目
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
の
四
種
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
、
そ
し
て
生
涯
を

通
じ
て
楽
し
め
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
年
度
の
環
境
部
総
会
は
五
月
八
日
、

一
中
地
区
公
民
館
に
於
い
て
行
わ
れ
、
行

事
計
画
を
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

①
春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

こ
の
運
動
は
、
年
度
始
め
の
最
初
の
行

事
で
す
が
、
土
浦
一
中
地
区
公
民
館
を

は
じ
め
、
土
浦
観
光
協
会
、
中
城
ク
ラ

ブ
、
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
土
浦
の
皆
様
に

よ
り
、
ま
ち
か
ど
蔵
や
商
店
街
の
プ
ラ
ン

タ
ー
が
花
で
飾
ら
れ
、
広
が
り
を
み
せ
て

お
り
ま
す
。

②
花
火
大
会
後
の
清
掃

毎
年
、
花
火
大
会
後
の
翌
日
、
朝
六
時

三
十
分
よ
り
櫻
川
河
川
敷
の
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
環
境
部
員
以
外
に
、

地
区
長
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
多
く
の
市

民
の
御
参
加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。毎
年
、

ゴ
ミ
袋
、
ち
り
と
り
、
ホ
ー
キ
、
軍
手
な

ど
は
環
境
部
で
用
意
致
し
ま
す
。
今
年
も

櫻
川
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

③
一
中
地
区
公
民
館
ま
つ
り

今
年
の
公
民
館
ま
つ
り
は
十
一
月
に
行

う
予
定
で
す
。
子
ど
も
達
に
ゴ
ミ
の
分
別

と
収
集
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
本

数
に
よ
り
、
抽
選
で
景
品
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
連
れ
で
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

④
施
設
見
学
会

昨
年
度
は
茨
城
県
企
業
局
県
南
水
道
事

務
所
阿
見
浄
水
場
と
霞
ヶ
浦
・
常
陸
川
水

門
を
見
学
し
た
後
、
千
葉
県
佐
原
市
内
を

散
策
し
、好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
本
年
は
、

役
員
会
で
協
議
し
那
珂
川
と
霞
ヶ
浦
の
導

水
事
業
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。
日
程
と

詳
細
な
計
画
が
で
き
ま
し
た
ら
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

最
後
に
、
霞
ヶ
浦
の
放
射
線
問
題
が
あ

り
ま
す
。霞
ヶ
浦
に
流
入
す
る
河
川
か
ら
、

福
島
原
発
に
よ
る
放
射
線
が
霞
ヶ
浦
に
蓄

積
し
、
そ
の
濃
度
が
高
く
な
ら
な
い
か
、

住
民
の
内
部
被
爆
が
発
生
し
な
い
か
等
の

心
配
で
す
。
霞
ヶ
浦
の
放
射
能
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
定
期
的
に
行
い
、
そ
の
結
果
を

公
表
し
市
民
に
知
ら
せ
、
対
応
を
検
討
す

る
事
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

千
束
町
は
二
百
戸
足
ら
ず
の
小
さ
な
町

内
だ
。
そ
れ
故
夏
祭
り
等
の
行
事
で
人
手

不
足
に
悩
む
事
も
多
い
が
町
内
住
民
が
ほ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
一
中
地

区
の
小
学
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
、

総
員
三
十
名
で
年
十
回
の
活
動
を
し
て
い

る
。チ

ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
は
、
次
の
三
つ

の
約
束
が
あ
る
。

・
い
つ
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

・
ど
ん
な
と
き
で
も
友
達
を
大
切
に
す
る
。

・
ど
ん
な
こ
と
に
も
思
い
切
っ
て
挑
戦
す
る
。

以
上
を
守
り
な
が
ら
の
び
の
び
と
し
て

い
ま
す
。

【
今
年
度
活
動
計
画
】

五
月
十
九
日

開
講
式

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
挑
戦
し
よ
う
！

六
月
二
十
三
日

お
も
し
ろ
理
科
先
生
と
実
験
を
楽
し
も

う
！

七
月
二
十
八
日

飛
行
機
の
歴
史
や
模
擬
操
縦
を
体
験
し

よ
う
！

八
月
二
十
五
日

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に

参
加
し
よ
う
！

九
月
十
五
日

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
よ
う

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う

部
長　

船　
津　
　

寛

環
境
部
の
活
動

部
長　

加
藤　

千
枝

福
祉
部
の
活
動

地
域
福
祉
活
動
と
は

部
長　

津
久
井
栄
蔵

青
少
年
育
成
部
の
活
動

が
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
様
で
嬉
し
い
。

ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い
が
町
内
会
・
育

成
会
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
地
域

の
和
を
広
げ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

ぼ
顔
見
知
り
で
あ
り
高
齢
者
や
子
供
達
に

皆
の
目
が
届
き
や
す
い
な
ど
の
利
点
も
あ

る
町
だ
。
私
は
こ
の
町
で
市
民
委
員
会
の

福
祉
部
員
を
し
て
い
る
が
こ
の
委
員
会
の

目
的
と
す
る
地
域
福
祉
へ
の
参
加
協
力
と

は
ど
の
よ
う
な
事
か
、
地
域
で
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
に
対
す
る
福
祉
活

動
と
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
考
え
る
こ

と
は
多
い
。

今
、
世
間
で
昨
年
の
大
震
災
以
来
人
々

の
「
絆
」
の
大
切
さ
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
人
間
は
苦
境
に
立
っ
た

時
「
自
分
は
一
人
じ
ゃ
無
い
、
見
守
っ
て

呉
れ
て
い
る
人
が
居
る
」
と
思
う
事
が
一

番
の
救
い
に
な
る
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は
災

害
時
だ
け
で
は
な
く
日
常
生
活
に
お
い
て

も
同
じ
事
だ
と
思
う
。
高
齢
で
話
し
相
手

が
無
く
寂
し
い
人
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱

え
て
近
所
に
相
談
す
る
人
が
居
な
い
人
な

ど
、
近
く
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
居

た
ら
ど
ん
な
に
か
心
強
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
部
分
を
地
域
で
埋
め
る
事
を
目
的
に
三

年
前
「
サ
ロ
ン
千
束
」
を
立
ち
上
げ
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
中
心
に
月
二
回

集
会
所
で
茶
菓
を
用
意
し
誰
で
も
気
軽
に

立
ち
寄
り
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
を

作
っ
た
。
皆
が
集
ま
り
世
間
話
を
す
る
中

で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
得
ら
れ
声
掛
け
が

出
来
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
気
分
転
換
す
る

こ
と
も
出
来
る
。
親
し
く
話
が
出
来
る
相

手
の
増
え
た
人
も
い
る
。
最
近
は
町
会
の

奉
仕
作
業
の
参
加
者
も
多
く
な
り
、
今
年

は
敬
老
の
集
い
を
子
供
育
成
会
と
共
催
す

る
と
い
う
計
画
も
あ
っ
て
地
域
住
民
の
輪
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環
境
問
題
に
取
り
組
み
明
る
い
町
づ
く
り

佐
野
子
町
　
阿
部
　
千
賀
代

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
観
に
行
こ
う

桜
町
三
丁
目
　
金
子
　
秀
夫

同
好
会
だ
よ
り

会
長　

伊
藤
イ
ブ
リ
ン

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会

十
月
二
十
日

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
し
て
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
収
穫
を
祝
お
う
！

十
二
月
一
日

関
東
の
名
山
！

紅
葉
の
筑
波
山
に
挑

戦
し
よ
う
！

十
二
月
十
五
日

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
連
合
で
音
楽
鑑
賞

会　

ミ
ニ
音
楽
会

一
月
十
九
日

マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
に
挑
戦
し
よ
う
！

二
月
十
六
日

手
巻
き
寿
司
を
楽
し
も
う
！

閉
講
式
と
一
年
間
の
感
想
発
表
会

花
畑
・
花
壇
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
不
能
農
地
に
な
っ
た
荒
地
に
大
量
の
古

タ
イ
ヤ
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
た
め
、
今
か

ら
十
年
位
前
に
土
浦
地
区
交
通
安
全
協
会

西
部
分
会
の
会
員
と
同
母
の
会
の
会
員
が

不
法
投
棄
の
阻
止
と
荒
地
の
耕
作
地
を
解

消
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
開
始
し

た
。こ

の
十
年
の
間
に
、
荒
地
を
花
畑
や
花

壇
に
す
る
運
動
は
、「
佐
野
子
町
花
愛
好

会
」「
佐
野
子
町
内
会
」「
佐
野
子
あ
や
め

園
」「
阿
部
企
画
」
等
そ
の
活
動
の
輪
は

広
が
っ
て
い
っ
た
。

個
人
事
業
者
の
な
か
に
は
、
前
庭
に
花

壇
を
つ
く
り
従
業
員
の
癒
し
の
効
果
が
大

き
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
又
老
老
世
帯

で
後
継
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
、
佐

野
子
菜
園
花
園
と
し
て
花
ば
か
り
で
な
く

野
菜
の
栽
培
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
効
果
と
し
て
放
置

さ
れ
て
い
た
空
き
地
が
一
ヶ
所
宛
少
な
く

な
る
こ
と
で
、
不
法
投
棄
さ
れ
る
こ
と
が

目
に
見
え
て
な
く
な
っ
た
。
今
で
は
、
花

の
咲
き
誇
る
名
所
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
大
人
か
ら
子
供
迄
住
民
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
町
内
会
の
花

畑
づ
く
り
に
高
齢
者
の
多
く
が
参
加
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
を
見
守
る
気
持
ち
が
増

し
、
高
齢
者
が
住
み
良
く
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
つ
目
に
は
、

花
畑
や
花
壇
は
、
学
童
の
通
学
路
に
面
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
四
季
折
々
の
花

を
め
で
な
が
ら
心
が
な
ご
み
、
学
童
の
非

行
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

※
佐
野
子
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
毎

年
六
月
第
一
土
曜
日
に
「
佐
野
子

か
っ
ぱ
祭
り
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
に
入
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
飾

り
が
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
で
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

土
浦
市
内
に
お
い
て
も
繁
華
街
や
商
店

街
で
も
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
飾
り

を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
５
０
５
の
名
店
街
や
、
土
浦
駅
前

の
広
場
に
お
い
て
も
、
見
事
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
飾
り
を
観
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

土
浦
市
内
の
ウ
ラ
ラ
商
店
街
で
は
、

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
点
灯
期
間
中
は

白
と
青
の
基
調
に
大
人
の「
ク
リ
ス
マ
ス
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

町
並
み
と
駅
前
を
華
や
か
に
飾
り
、
屋
上

十
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
ロ
ー
プ
ラ
イ
ト
は
迫

力
満
点
、
駅
前
二
階
入
口
に
は
ハ
ー
ト
と

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
じ
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
浦
市
内
の
商
店
街
に
お
い
て

も
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
あ
、期
間
中
、ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
観
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

一
中
公
民
館
で
講
座
と
し
て
始
ま
っ
た

会
、
そ
の
後
…
同
好
会
と
な
り
、
十
八
年

が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
、
講
師
の
先
生
が
病
気
療
養
中
の

た
め
不
在
で
す
が
、
生
徒
同
士
教
え
合
い

作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
行
い
親
睦
を
は

か
り
、
ま
た
キ
ル
ト
展
で
観
賞
し
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
楽
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
は
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
と
、

ま
た
年
齢
も
四
十
代
か
ら
六
十
代
と
幅
広

く
、
い
つ
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
同
好
会
で

す
。基

本
的
な
活
動
日

月
二
回　

第
一
・
第
三
木
曜
日

午
前
十
時
～
十
二
時
で
す

随
時
参
加
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ウ
ク
レ
レ
同
好
会
は
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
ソ
ン
グ
と
ウ
ク
レ
レ
好
き
の
人
達

が
集
ま
っ
た
楽
し
く
ゆ
る
ー
い
会
で
す
。

普
段
は
月
に
二
回
、
土
曜
日
の
午
後
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
は
、
カ
ワ

イ
イ
楽
器
で
す
。
見
た
目
も
演
奏
姿
も
音

色
も
お
も
け
に
楽
器
の
値
段
も
カ
ワ
イ
イ

の
で
、
カ
ワ
イ
イ
好
き
の
女
性
や
初
心
者

に
も
取
り
掛
か
り
や
す
い
楽
器
だ
と
思
い

ま
す
。

最
初
に
同
好
会
を
立
ち
上
げ
た
時
に

は
、
こ
れ
程
長
く
続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ゆ
る
ー
く
や
っ
て
き
た
せ
い

同
好
会
だ
よ
り

会
長　

藤
野　

み
き

ウ
ク
レ
レ
同
好
会

ウ
ク
レ
レ
同
好
会
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私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ラ
ワ
ー

ネ
ッ
ト
つ
ち
う
ら
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ

ブ
」
は
“
花
・
大
好
き
人
間
”
が
集
ま
っ

て
、平
成
二
十
年
四
月
二
十
六
日
に
発
足
、

現
在
三
十
数
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

手
入
れ
場
所
は
①
霞
ヶ
浦
総
合
公
園　

②
土
浦
駅
西
口
、
ウ
ラ
ラ
広
場
と
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ　

③
土
浦
駅
東
口
入
口

と
駅
前
花
壇　

④
田
中
八
幡
通
り
植
樹

マ
ス　

⑤
中
央
花
壇　

の
五
ヶ
所
で
す
。

春
・
秋
の
植
込
み
、
月
二
回
～
四
回
の
手

入
れ
が
主
な
作
業
で
す
。
四
季
折
々
の

花
々
を
楽
し
み
、
ま
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香

り
に
癒
さ
れ
る
よ
う
に
と
植
え
る
花
も
工

夫
し
て
い
ま
す
。

組
織
体
制
も
充
実
し
、事
務
局
の
も
と
、

庶
務
・
企
画
・
広
報
・
会
計
・
か
ら
成
る

運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
月

一
回
の
委
員
会
は
、
年
間
行
事
の
検
討
、

手
入
れ
場
所
の
課
題
点
、
要
望
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
、
話
し
合
い
を
す
る
貴
重

な
場
で
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
自
身
も
花
の
知
識
を

養
お
う
と
、
土
づ
く
り
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
の
勉
強
会
も
し
て
き
ま
し
た
。
ま

か
、
気
が
付
け
ば
八
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
会
員
が

半
数
に
減
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

二
年
前
に
一
中
地
区
へ
移
動
し
た
お
陰
で

新
会
員
も
増
え
、
活
動
の
場
も
以
前
よ
り

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
め
た
、
高
齢
者
施
設
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会
も
年
に
数
回
と
、

な
か
な
か
の
ペ
ー
ス
で
続
い
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
は
、“
ホ
ク
ラ
ニ
（
ハ

ワ
イ
語
で
き
ら
め
く
星
の
意
味
）・
ハ
ワ

イ
ア
ン
”
と
い
う
バ
ン
ド
名
で
演
奏
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
面
映
ゆ
い
心
持
ち
も

あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
、「
楽
し
か
っ
た
よ
。
ま
た
来
て
ね
。」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
こ
ん
な
私
で
も

世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
え
て
、

満
足
感
に
浸
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ウ
ク
レ
レ

か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
つ
の
日
か
、
ウ
ク
レ
レ
を
上
手
に

た
“
花
が
大
好
き
”
と
い
う
チ
ョ
ッ
と
し

た
き
っ
か
け
で
知
り
合
っ
た
仲
間
で
す
の 

で
、
会
員
同
志
の
交
流
も
深
め
ら
れ
た
ら 

と
、
新
年
会
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
か
ご
づ 

く
り
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
、ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
見
学
な
ど
、
お
楽
し
み
行
事
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

発
足
し
て
十
二
年
、
手
入
れ
場
所
も
人

も
増
え
た
り
減
っ
た
り
で
す
が
、
熊
澤
康

子
代
表
を
中
心
に
「
私
た
ち
の
ま
ち
は
私

た
ち
の
手
で
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
駅
を

降
り
た
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が
す
る
ま

ち
に
」
と
思
い
描
き
な
が
ら
、
市
民
参
加

に
よ
る
“
ま
ち
づ
く
り
”
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

二
年
前
の
発
足
十
周
年
の
佳
節
に
は
茨

城
県
よ
り
都
市
緑
化
功
労
者
と
し
て
、
茨

城
県
知
事
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
日
頃
の
活

動
の
賜
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

同
好
会
だ
よ
り

事
務
局　

酒
井　

昌
子

好
同
好
会
だ
よ
り

事
務
局

酒
井

昌

フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
つ
ち
う
ら

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ

フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
つ
ち
う
ら

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
は
発
足
二
十
周
年

へ
新
た
な
気
持
ち
で
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。
す
べ
て
が
ス
ム
ー
ズ
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
、
特
に
次
の
世
代
の
若
い

方
々
の
お
力
も
お
借
り
し
て
“
元
気
な

ま
ち
土
浦
”“
住
み
た
い
ま
ち
土
浦
”
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
ご
苦
労
様
」「
き
れ
い
で
す
ね
」「
皆

さ
ん
の
お
陰
で
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
ま
す

よ
」
と
の
言
葉
を
力
に
し
て
…
。

猛
暑
の
夏
、
そ
し
て
節
電
の
夏
も
終

わ
り
仲
秋
の
名
月
の
十
月
に
第
二
十
三

号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

役
員
の
方
々
よ
り
町
内
の
お
祭
り
や

文
化
財
な
ど
の
ご
寄
稿
五
編
「
み
ん
な

の
広
場
」
へ
地
域
の
こ
と
な
ど
へ
の
思

い
の
ご
寄
稿
、
専

門
部
と
同
好
会
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
あ
る
活
動
状
況

な
ど
の
報
告
。
ご

寄
稿
頂
い
た
皆
様

に
編
集
委
員
一
同

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
今
回
の
編
集
に
携
わ
っ
た
方
々
）

渡
部
敬
三　

桜
井
昌
子　

柴
沼
美
津
子

岡
部
恒
文　

大
槻
正
義　

矢
口
敦
雄

安
達
久
惠　
　
　
　
　
　
　

以
上
七
名

演
奏
す
る
カ
ワ
イ
す
ぎ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
い
る
同
好
会
ー
な
ん
て
紹
介
さ
れ
た

ら
、
す
ご
く
恥
ず
か
し
く
て
嬉
し
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土浦駅東口の花壇の手入れ

ウクレレ同好会


